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チラシへの掲載検討事項について 

 

【参加メリット、講座の PR としてチラシへの掲載を検討】 

 

①各委員の御意見より 

〇いろいろな人とつながれます。子どもや大人の笑顔が見られます。 

〇読む訓練って、日常で話すための訓練になると思います。人前だと緊張してうまく話せない

とか就職活動でうまく話せないとか、そういうのが克服できますよ！ 

〇読み聞かせ手法・技術の取得により始まる自己実現や社会貢献 

〇ボランティア同士や活動を通じてのつながりができ、社会貢献への満足感が得られる 

・若い人には⇒親になった時、子供にすぐに読み聞かせができます。 

・絵本の読み方や楽しみ方を知って、世界が広がり、人生が豊かに！ 

・将来自分の子供ができた際、すぐに役立つ。親子で過ごす時間が充実する。 

・読み聞かせの知識や技術が身についたことの満足感・自己投資・キャリアアップ 

・ボランティア活動の一歩として、気負わず参加できる 

・人とのつながり、出会いがあり、今後の活動がどんどん広がっていく 

   （学生に向けてであれば、読み聞かせやボランティアだけではなく、何かスキルとして身

につくものが訴えられれば）  

・学童や幼稚園・小学校への自己実現の場・機会の提供またはその獲得の支援 

・身近な子どもたちへ実際に読み聞かせをする自信や始める契機の獲得 

   （読み聞かせの意義や絵本の読み方などを学べることで自身のスキルアップに繋がること

や、子供たちに本や読書することの大切さを伝えていくことができる） 

   （養成講座を通じて学んだことを、地域活動の場において発揮することができる・そのよ

うな場所があることも提示する。読み聞かせ等の人材は重要であり必要とされている存在

であること。） 

・絵本好きな人と繋がる 

・おはなし会に参加出来る 

・既存のボランティア団体と繋げてもらえる 

 

②受講者の声（令和４年度講座受講者アンケートより） 

〇絵本の持ち方、めくり方など、読み聞かせの基本を教えていただけたことは、大変有意義で

した。 

  ・絵本の奥深さ、新たな魅力、発見・・・様々な気付きを得たように思います。 

  ・今すぐボランティア活動は難しいですが、いずれ何らかの形で社会貢献できればと思って

います。 

  ・講座で得た知識を忘れないよう、体験を重ねるための行動をしていこうと思っています。 

  ・第一歩を、第一声を出すことで少し勇気が出ました。 
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【講座名・キャッチフレーズ・愛称候補について（各委員からの御意見より）】 

  

・絵本読み隊、つなぎ隊。 

・絵本で心のかけ橋をかけよう！ 

・これをしたほうがいい、ということではないのですが、「笑ってはいけない音読」というゲー

ムがあります。実行者となる若者にも楽しんでもらえるためのヒントが隠されている気がし

ます。httpｓ：//www.youtube.com/watch?v=ｌQwnRJr1izs 

・朗読する人のことは英語でリーディングドラマタイザーと呼んだりします。 

  （フェースブックでみんなに聞いてみました） 

・ほんよみん（本読民） 

・読み聞かせ隊（たい）育成講座 

・絵本リーダー講座（先頭に立つ Leader,読む人の Reader） 

・図書館があなたのステージになる！ 

  （みなさん、本当に真剣に考えてくださった印象があります） 

・あなたのそのセンスを活かしてみませんか。 

・講座名：初心者向け（絵本）読み聞かせ講座 

（講座の内容が分かるようにした方がよいと考えます） 

・キャッチフレーズ：「実は読み聞かせにも技術があるのをご存じですか？」 

・愛称は考えてまで作る必要はないと思います。 

・共に本の素晴らしさを伝えよう！読書ボランティア育成講座 

・絵本のまなびを楽しく気楽に参加出来るような講座になるといいですね。 

・「絵本をもっと楽しく読もう」のような、受講者自身の絵本読書を充実させてくれるような 

キャッチフレーズ 


